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の ある 極致 を 示した もので あり、 客観的に も 悲壮と い 

ふ 言葉 以外に これ を 形容す る こと は 困難で あるが、 さ 

うい ふ 神聖な 行為 さへ も、 一旦 流行と なると、 その 本 

質から 遥かに 遠い 動機に よって 遂行され ると いふ 不可 

思議な 現象 を、 三百 年 以前の 日本が 既に これ を 示して 

ゐ たので ある。 即ち、 義 腹と は、 主に 称する 義 によつ 

て 側近た るの 務め を 死後にまで 果 さう とする、 云 は -X 

宗教 的 信念に 基く もので、 これ は、 本物の 殉死で ある。 

論 腹と は、 主 死 すれば 臣 死せ ざ る ベ からず と い ふ 論法 

に 依った もので、 一 種の 理 攻めで あり、 時に よると、 

殉死 者 を 一 人 も 出さなかった と 世間で 云 はれる やうな 



ことがあ つて は、 死んだ 主人 も さぞ 面目なから うと い 

ふやうな 考慮から、 自ら 進んで その 一 人と なる 老臣が 

あつたで あらう。 

ところで、 第三の 商 腹と は、 文字通り、 算盤 づ くの 

切腹で ある。 殉死 者の 世襲ぎ は 間違な く 禄高 を 上げら 

れ、 主家の 覚え はことの ほか 目 出た く、 うまくいけば 

幕府 の 恩賞 に で も 与ら うとい ふ やうな 抜 目 のない 追跡 

自殺 を 指す の ださう である。 何時の 時代に も 極めて 打 

算 的な 人物 はゐ ない 害が なく、 加俸 を 望まない 武士 は、 

これ も 殆どなかった に 違 ひない けれども、 た V それ だ 

けの 理由で、 切腹まで してみ せる と は、 これ こそ 「ハ 



これ は 一 部の 人々 の 同意 を 得た やうに 思 ふ。 

当時、 一 般に 「文化」 の 概念な り、 意識な リは、 今 

日と はおよ そ 違って ゐ たこと は 事実で、 云 は y 「文化」 

の 国際 性と いふ やうな ものに 大きな 意義 を 与へ、 戦争 

も 文化の 一 表現 だな どと 云へば、 忽ち 反対者が 現れさ 

うな 情勢であった けれども、 しかし また、 一 面に、 「文 

化」 は 如何なる 状態に 於て 最も 健全に 伸び 育つ かとい 

ふ 問題 を、 真面目に 考 へて ゐた 人々 もゐ たで あらう。 

「文化」 と は何ぞ やとい ふ 問題 だけ は、 一応、 日本 自 

体の 問題と して 解決され、 日本の 文化 は 将来 如何なる 

方向に 発 fs すべき やとい ふこと すら、 もはや、 ひ ある 



の 書 を 十数 冊 集めて みた。 何れも ごく 新しく 巿 場に 出 

たもので、 この種の 書物が 各方 面で 如何に 迎 へられて 

ゐ るかが わかる ので ある。 

いろいろな 立場から、 それぞれ 当面の 問題と なる 事 

柄に ついて 解説し、 指導し ようと 試みて ゐ るので ある 

が、 それ は それで 相当に 目的 を 達して ゐる やうに 思 は 

れる。 

た >、 そのな かに、 特に 専門的な 知識 を 授ける とい 

ふやうな もので なく、 むしろ、 青年 を 単に 自分の 後輩、 

或は 後継者と み、 「若き 国民」 の 指導者と でも 云 ふやう 

な 態度で、 その 奮起と 自覚 を 促し、 専ら 青年の 国家的 



使命と 新しき 世界観な どに つ いて、 自己の 蘊蓄 を 傾け 

てゐる ものが いくつか ある。 

この種の もの を 通読して、 先づ 第一 に 感じる こと は、 

何処かで 誰かが もう 云った やうな ことば かりだと いふ 

ことが 一 つ、 第二に は、 言って ゐる こと はまこと に 堂々 

として ゐ るが、 ほかの 誰か >言 へば、 もっと 効果が あ 

るで あらう に、 と 思 はれる ことが 一 つで ある。 

これ はい つたい どうい ふこと かと 云へば、 さう いふ 

こと を 一 番 言って 欲しい 人が、 なかなか さう いふ こと 

を 言 はぬ から、 まあ、 自分 あたりが、 とい ふ 面 持で そ 

れが 語られて ゐ るから だと 思 ふ。 



もっと 素晴 しいと も 云 へる ので ある。 

敵愾心 

敵の なかに、 敵と 敵で ない ものが あると 云へば、 恐 

らく 不穏当に ひ > く であらう が、 その 「敵で ない もの」 

を も、 自衛 上、 一 刀 両断す ると ころに 戦争の 現実の す 

がた が ある。 

旺盛な 敵愾心と は、 敵の なかの 「敵」 を 徹底的に 憎 

むこと であり、 そのな かに 「敵なら ざる もの」 が ある 

とい ふ 理由で、 苟 くも 敵に 気 を ゆるす が 如き 「宋襄 の 
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